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アメリカにj泣けるイラン研究の現状

華麗を誇ったベルシア文学の研究が欧米におけるイラン

学の主流であり，また今日でもこの伝統は保持されてい

イランは長ャ歴史を誇り，その文化は世界史の中で大 る。イランに関する専門書のうち，これら文学関係書の

きな役割lを果たしてきた。経済史の分野でも，一般に現 占める割合の多さは，この事を傍証しているといえよ

代の銀行制度は中世イタリアにその淵源、が求められてい う3

るが，正しくはイスラーム帝国治下のベルシアで発達し 合衆国におけるイラン学研究の歴史はヨーロ、ソパの先

たものに求められねばならないし，手形の使用，株式会 進国におけるよりも新しい。一部の大学，たとえばプリ

社制度なども中世におけるべルシアの経済的繁栄の中で ンストン大学では，早くも1927年に東洋言語・文学科

生まれたものである。しかしながら，イラン研究はこれ (Dept. of Orieμtal Languages and Literatures）が創設

らペルシアの果たした歴史的役割を正しく汗価させるま されイラン研究がこの中で進められたほか，ハーバード，

でに，また現代イランを正しく把握させるまで、には進ん シカゴなどいわゆる“一流”の私立大学でもイラン研究

でいない。最近ではソ連邦の学者により社会経済史も合 が行なわれていた。しかし，今日のように多くの大学で

め広範にイラシ研究が進められ，数多くのすくれた業績 ベルシア語を教え，イラン関係の講座をもつようになつ

があげられているが，欧米では必ずしもすすんでいると たのは第2次世界大戦後のことである。連邦政府は非西

はいえなし、O R. Levy, A. K. S. Lambton, A. J. Arberry, 欧諸地域の研究を進める必要を感じ， NationalDefense 

P. Averyなどイギリスの学者が欧米におけるイラン学 Education Actを成立させた。これによって政府は，特

で中心的地位を占めてレるが， A.K. S. Lambtonを除 定の大学に助成金を出した。すでに西アジア研究を行な

きこれらの学者は，中世ベルシア文学の専門家であるし っていた大学では，研究組織を整備，充実，また従来西
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アジア研究でなんの実績もなかった大学では司新たに学

科や研究所，研＇ fl:センターを設けるなどして， j!tiアジ f

学の講義・研究が進められるようになった。現在合衆［Ji]

でイラン関係、の組織的教育が行なわれているのは，私立

ではプリンストン，コロンビア，ハーバード，ンカゴの4

校と，州立では力リフオ Fレニニア・ロスアンセルス，力 lj

フオノレニア・ノミーケレイ， ミンガン，ベンシルノ〈ニ二7司

インデ、ィアナ，ユタ，テキサス，ポートランド・ステー

トの8校の12の大学におよんでいる。

II 

合衆国でもヨーロソパ同様，人文科学がイラン研究の

中心になっている。なかでも，現代ペルシア訴は例外な

く12のすべての大学で教えられ，イラン学講J来の中核に

なってU、る。口本の大学では，特殊語は講義H寺聞が少な

いのが普通だが，合衆国では集中的に行なわれるのが＇i；~

である。わたくしが留学した fンディアナ大学ではk級

は週3凶， 3時間の講義のみであるが，初・中級とも議

義は週5回のデイリー・コース（毎回 1時間〉で，この

ほかにランゲジ・ラボラトリで週2回， 311寺II司，それに

これは事情fこよって行なわれなかったが週311寺問のドリ

ルが行なわれることになっている。大学によってよ革義時

間数に若干の差具はあるが，インテンシブ方式を採用し，

効果的な教育効果をあ：；亡し、ることには変わりはない。

教科書にはミシガン大学で出版されている P Avery, M, 

A, Jazaeli, II, Paper 3教授の編纂した PersianA叫ん午

(Ann Arbor, l9fi2) 3volsがfンディアナ大’ア：で、は使わ

れており，他の大学でもこれがよく使用されてし、るよう

である。講義}j司法は文法の基礎より教えるというのでは

なく，初めから直接文章を読み，その中で文法的な説明

をし，ヒアリングのブJもつけるというか法をとつにレ

る。また，ベルンア語以外の外国語でも同じであるが，

必ず大学院の学生で、或績の優秀な nativespeakerを助手

( teaching associ川E または teachin只，,ssistant）として

7亘っている。 fンディアナではアメリ力文学"<ii攻のIヲh
D.コースのイラン入学生が teachinga悩＞Ciateとして

Jl:.規の講義のうち 4時間とラボラトリを担、りしてし、た。

各大学の現代ぺルシア語担当教官は， MarlinDickson 

助教授（fIJンFストン）， Manuchcher l¥-Tnhandζ汚iH: 

（ノ、ーバード）， Heshmat J¥foayya<l助教授（シノJコ），

Amin Banani 7{1：教授（カリフオノレニア・ロスアンノゼ‘ル

ス）， Ro《lncyF. Algar助教授（カリ－7-,・ ！＼， て 7 ・パー

クレ ｛), l¥lark J. Dresden教授（八ン〆ノト、 ））， 
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G. L. Tikku 准教授（インディアナ）， Mohammad Ali 

Jazaeli教授（テキサス）で，コロンピア，ミシガン，ユ

タ，ポートランド・ステートの担当教官は手元の資料よ

り明らかでないが，いずれも 3学年市ljの講座が設けられ

てし、る。

現代ペルシア語についでベルシア文学の講義もほとん

どの大学で行なわれている。たとえば，プリンストンで

は T.C. Young教授が「西アジアの文学・イランJ，ハ

ーノぐードでは RichardN. Frye教授が「イランの言語

と文学 ブエルドヮシーまで」と M.Mohandesi氏が

fランの言語と文学：フェルドゥシーから現代まで」，シ

カゴでは H.Moayyad助教授が「古典文学jを講義し

ている。またカリフォルニア・ロスアンゼルスでは A.

B出1ani准教授の「ペルンア文学研究」，「ベルシア文学ゼ

ミJ，パークレイでは R.F. Algar助教授の「ベルシア

文学史」、インディアナでは G.L. Tikku准教授の「ペ

ルシア文学研究J，ユケでは「商アジアの文学：ベルシ

ア」などがある。

ペルιア文学はいうまでもなく中世文学が中心で，上
にあげf：講義もほとんどが， 10～14世紀の文学を中心に

した溝義で、ある。しかし一部の大学では近代文学がと

くに取り土げられている。たとえばシカゴ大学はその一

例で，上にあげた「古典文学」のほか，同じく H,Mo-

ayyacl助教授が「現代ぺr，－ シアの散文 ヘダーヤトの

必チcKarJ,f－現代ベルシアの韻文J「現代ベlレシアの文

学．短箭小説」を講義している（3カ月を単位とした

qw;rtcr寸三つ）じまた，インディアナでも前期は近代以前，

後期には近代文学の講義が行なわれた。 10～14世紀の文

学の場ii,i要文学作品の多くは欧米諸に翻訳されてお

り， ii｝下芳香も研究論文も多く出ている。しかし，近代文

学作ii，はごくわずかしカ‘翻訳されておらず，これも一つ

の1;;,:r1,1となって近代文学の研究，紹介はおくれていた。

しかし，長lirr署名作家の作品の翻訳計i珂も進んでいるほ

か，テ～ごり〆大学講師の H.Kamshad氏による 1'vlndern

P円・si川 J'r，帆ど Literatureが1966年に出版された。今

後この分野での研’1Eは，欧米でも進展するものと思われ

るh

近代文学者の中で欧米でもっとも注Uされ研究されて

L、るのは， 1951年にノミリで自殺したサーディク・へダー

γトである。とくにヘダーヤトの傑作といわれる B，ゲe
Kur（めくらのふくろう）は問接的に実存主義，仏教の影

響をうけた作品で， 1930年代のブラシスのー実存主義，ま

たブソンス哲学界をとおして当時のヨーロツノミの文学界
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にも多大の影響を与えた。そしてこのBafek山・の研究

士通じご，欧米’＇.：： tへ／；ーヤト研・・i¥'が進められ， k、くた

の研究論文が出され口、る。またこのほか，言文一欽を

目的え，ベルシア近代文学の父といわれてしる「 iJー・ジ

γ＂？ /l ・+I'＇一戸や，； T!Z，：，：大戦f主におゆる；r：：大山作家 Lれ

されているチューパケ，ジャマルザーデとともに近代文

チ確ヰ；こ大主な役川をl）よたしL 刀；／1し.＇／ .γ ヲヴ fー

などヵ：｛IF究の対象にな JてL、る。 .r.:/,, f・Tラヴ｛ー
は社会主義作家で，レザー・シャー圧制中は投獄され，

大戦H：，土東ドイ、ソに亡命守王IUEブザボy川、大手でへ1＞シ
7語t，，教え l：いる かれの作1¥11の中には政治四としての

記録や農民の悲哀をつづったものが多く，それらは第2

に大1ii~1'1ii の：I:体会状［墜を知るfこめの十」つの F懸 l：を与えて

：れ予 l ま竺近代ξル乙ア文学の一つの特徴として、紅

会小説があげられる。近代化の波によっζ生じた社会の

（）、ずみ、伝統に［ti［決する階層と新Lρ婆誌を存入しj、う

とすPちもののキ［lだなどをテーマにしたものが，ジャマPレ

ザーテ，ヘターγトをはじめ多くの作：永’の作品の司I,C::弘

＼、だ3れる これら社；~，J、説F乃研定；主イ r ンの？上会，，〕理

解に多くのものを与えてくれるであろう。この点で，ベ

ルシア近代社会小説の本格（i(Jな研：／［7.)：巡1/Jt,れることを

Jtll待 I/:: v 

ペルシア文学につし、で，イスラーム以前のE言語，文化
の研花も盛んでふる0 ..:.hitカリ Yすよ〆｛ア・.，＿ 7 1.-, 

{, ハーノ王ード， d之〉ザルノfニアt；ど， fラ：研究ヴ歴

史を誇る大学で、行なわれている。たとえば，ハーバード

ではア Jリ！；に:ts1jるイラこ’Fの権威者しり1人 Rich，白1rd
!¥. Frye教段が「rfi'代イヲンの文化＼「古代ぺJレシア帯」，

「アヴェスゲ」，「中世ぺyレシア語」，ノ〈ーケレイではWalter

H. Hピnning教授が r，【［代イラン山：；ζ教＼「中！1！べJcJア
,;ff J, I育代て tレシ三子、「イラン吉袴学」、「古代イランの

文明」曹コロンピアでは Yar回Shater教授が「前典ベノレ

J ア託行」，（ .unrad J¥,f.八rensbc暗殺授が i古代世界の入

ノ＼： fランカ iら｛＞ ドまでJ, ミシガンでは HerbertH. 

Paper教授と GernetL. Windfuhr助教授が「i1t典ベル

シア訪溝萩Lf古代ペノ［.， ＞ア話J,rアヴエ王タ jなどに’講
義を行なずている さらに，イスラーム以前の研究に重

点をおいているベンシルパニアで、は， l¥l目 JDresden教

托が「古ftベノレシ7語とアヴェスツJ,r,1,iJt.:_:v＞ア語

入門I，「イ勺ン研ずでゼモ」。また，プリンストンではT.じ

Young教授と M,Dickson助教授が i訂典ノリレ三／ア語

講読j，カリフオルニア・ロスアン3アル－，， eは九 B川 ani

J佳教授が｜六典ぺルシア語講読」を担、ljしてU、る。

研究機関紹介恒三平主主

そのほか， d語挙関係、では「ソグド語i，「クルド話：，
！ベシごとトゥ訴JIイラン語比較言話学ならびにその歴

史」がハーパードで（R.N. Frye教授担当）， rイランの
元日否の比較研究j，「イラン書誇学」がバークレ ｛(W. B. 

Hen日目立教授），「ケル i＇諮jボミシザンで講義されてい

るο このように合衆国では W B. Henning, R. N. 

1、り・e, ?vi. l I >resdcn, I I. Paper, Yar-Shaler ti.どこの

l1k1イ勺ン学坐代表するや者が，イスラーム以前のイラ

ンの専門家であるため，この分野では充実している。か

衆川における fラ〆学はこの分野にこそ特徴がある日、

ず包ても過言ではなかろうに

言語学，文学に比べ，いちじるしくおくれているのは

ぼ史学明究である4 一応ほとんどの大学では「阿アンア

史」の講座がもたれ，この中でイラン史も触れられてい

るが，前・後期で長ャ歴史をもっ西アジア史が概説され

ているにすきないしイうン史の独立した溶義は．プ 1）ン

ストンの「サフアヴィ一朝史の諸問題」（M.Dickson助

教授），ノ、ーハードの「イラこ近代史J,（イエーノレ大の

Firuz Kazemzadeh客ii教授L ロスアンゼノlえの i{ 

スラーミック・イラン」（N.Keddie准教授）， ミシガン

ω ！中!ltにおける fラン文明の研究J, fンデ fア｝の

［ペルLア近世史I(B. G. Martin Nf教段）， L ケの「イ

ラ斗史一紀元前6佐紀から20世紀まで」のみであるc 合

?RI斗の fラL史学会は，以上のよろに充実してヤるとは

いえなレが，三の：いでは，けスアンゼノレスの准教授

Nikki Keddie女史とイエールの F.Kazemzadeh准教

股が最も活践し業績をあげといる歴史’よである。

他の社会科学の分野でi土，ペンシノレパ三アで Herbert

M. Berk講師が「イラン国際関係論」を講義している

のみで，ほかはす，＜て111Jk全般にわたる講義の中でfラ

こが補足的にす及われている程度である。アラブ闘の研究

で業績をもっ学者はかなりいるが，イランの主！：会科学的

不I＼＇吃ではシかゴ大学政治学科 i任教授 LeonardBindげ

のほか数えるほどしかし、ないのが現状である（同氏は「中

東の国際関係論j，「中東の比較政治論jのほかL、くノ，!J,
(j）ゼミを担当している〕っ

以上述べたように，アメリカでは言語，文学の研究が

現在でもイラン学の主IVrtをなし， Hf史学や経済学，社会

γなどrL会科学は未発：よれ段階にあるといっていいu
--Js，イラン研究では，大学別にきわだった特徴が認

められる。つまり， T.C.Young教授のヤるプリンスト

乙、 Yar-Shater教托のいるコ口ンビア， R.N. Frye教

授のいるハーバード， W.B. Henning教授のいるハー
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’＇／： I・ J t、亡もj下山におくれており，また， fラL学の'I'
cι伝統i'iJ/J三一語、文どf’古川l仁、守あると結論LてよL九／
そLCf，珠tie:！のけ究永本｛土主だイヰリスやゾビヱトのそ
れにiむし、〆功、てレなし色としてよいであろう♂

IV 

;;;-fi＇：に ii':\i,':[r~ （／）大学C気の勺L、た；，＇ょを ，であuてお
さんレゼその第ーは研究r,，学生が経済的に安心Lて｛i}!
’だを、止めることができるような環境におかれてヤノふこと

で去九 j '.¥;ilt川1alDefl'nce Edurntれ川 Act(NDEJ¥) （こ

よ！てj也h先制完全h'なうための機1::J が連邦政－~、｝の補助を
,, -itl9<i:ii; :L ~ iこ7:J'i, ,'JI）寸トー f・1ゾ J 「（トてリ うけ、研究t;'kh:i'.を整f1iilしたことは述4くたが，政府は研究

ト－－ T・ブ工ド、 士任命L: ~ 1) '.. この・＇.， r ノペ／iJi''lr', 百Yr成ジ人た；Jノ大学1，・；，：じの学生に対Lて NDEA.Title lV 

；士／； I) ・1 -: ii, ,・ 大正教J乏人mini丸山口【tF: ,i,11’吃！誌 によ｝二：nり（｝（）ドル；王ど（このほ芯ぺこ校業fl，扶美子
日 'Ih丸、 I( 111'1, Iii, lll 什i Ii ιII】lιi

＼＼アr,tinι， , ,i tl1t ・ lr1tι、Iii以l'lllわie1、 Kh《，d，《dι：Illi唱一＂nn‘mf;ir n: Eう， Asiar1 Foundat iりnや他のUJl-11のたllowsbip，大

111川 ,nJ ＼.：：円ln,,:t ur仁川，dI -'l'v仁l,,p:ncntof the lrnniι:ill 山立！t'I (i) ft.llowshipなどもあり， .J.1111iI lに勉強Lてし、
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J竺 宝に 1il:Ji主ti！｝数がイ与し、とし、うことのほか， i究！書官1¥i士

ドJHlt.ペペ、、ょう lこjifν；されてし、る i L i本の大学では区i

刀w!1,ucx1円仙のほか、各学；革、’下H，研究室に分散し，
Hm句こ1、hカ＇，・ > J' i、阪を2'fこし亡L、／与 f Li!'L{,1,fJ りで

はl((UIJとしてi、d丹は，p ＇｝とl:sl宍館に集められ，分散に上る

((]:,I：千；JJH山f、｛史と，，, • ！・.ことはな，， '0 主た，利用｝支の高

L、f入l上（；口1rl11"kJ<ぞはerveRoom 土 T'nderどraduate

J<,_'S,T 刊誌）（）111とにおかjし依／］＼ ！－は祭i上されてい／~）0 



日本では学科，学部の凶書館を除き，中央凶書館のi会！車

内への出入りはできないのが普通だが，合衆国では原則

として openstack systemをとっており，学生（大学院

の学生だけのところもある）は身分証明書を提示するだ

けで自由に書庫内にはいることができるつまた，カード・

カタログもきわめてよく整理され，リファレンス・サーヒ

スも十二分にゆきとどいてし、る。つぎにわたくしがもっ

とも羨しく感じたのは全米の図書館間で行なわれている

Inter-Library Loan Systemである。つまり， 自分の所

属する大学の図書館になし、書籍は，利用者が研究用に使

う場合に｜波リラ所属大学の図書館を通して他の大学より

借用することができる。利用者は所定のフォームに必要

事項を記入しヲ指導教官のサインをもらえば， 101=!ほど

待つだけで必要な書籍を 2週間の間利用することができ

る。また，雑誌論文の場合には，ゼ、ロ、ソクス・コピーが

送られてきて，利用者は無料でそれをうることができる

のである。このため，国内の大学に籍をおいている限り，

どの大学にいても国内にある資料に接することができ，

日本におけるように地方から図書閲覧のため上京したり

する必要など，まったくないのである。このような制度

はヨーロッパでも行なわれていると聞くが，潤沢な図書

購入費のないH本のような国でこそ積極的に実施さるへ

きことではなかろうかc

日本では，大学図書館でもまた他の研究機関の図書館

でも，ごく一部の例を除き，関連学科専門のライブラリ

アンはし、ないのが普通であるι しかし，合衆国では各学

科が専門のライブラリアンをもち，かれらによって図書：

の購入，カード整理などの業務が迅速に行なわれてU、

研究機関紹介

る。たとえば，インディアナ大学の中東言語文学科には

へブライ，アラブ，ぺ／レ、ンア語に堪能な，しかも，資料

事’清に詳しし、専門のライフラリアンが何人かおり，かれ

らが教官より出された選書カードの処理，何種類にもの

ぼる現地語の雑誌，新聞の整理をはじめ，資料整理・収

集業務を行なってし、る。このほか，図書館内のリファレ

シス・サービスも実によくゆきとどいている。 Library

of Congressのカタログ， Ph.D.論文の Dissertation

Abstracts, Readers’Guide to Periodiι・al Literature, 

Book Review Digestなどが全米的な規模で出されてu、

るが，これなど利用者にとって非常に便利なものであるo

H本でもこの種のリファレンス・サービスが国家的な規

模で作られでもよし、のではないかと思う。 （なお，アジ

ア経済研究所発行の TheDeveloping Economiesはほ

とんどの大学で購入している。インデ、イアナ大学ではこ

のほかに和文機関誌，研究参考資料，調査研究双書が初

巻より揃っている。〕

以上，合衆国におけるイラン研究の現状を略述した。

わたくしの合衆国滞在は l年にすぎず，訪れた大学も

3校，またこの小稿の資料はほとんど大学のカタログや

学科のブロシュアのみによった。したがって不十分のそ

しりを免れず，また思わぬ誤りもあるかもしれないひこ

の点お断わりしておきたい。最後に，従来の American

Oriental Societyのほか，丙アジア研究者のみによる学

会が1966年に発足したことを記して，この稿を閉じたい。

（調査研究部 附崎正孝）
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